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色麻町の位置



加美農

加美農業高校の位置





目標 ／ 「チーム加美農」学校・家庭・地域が一丸となって、高い「志」を

持って何事にも果敢に挑戦し、専門的な技術・技能と豊かな人間性を身に付

け、農業界の次代を創造する人材を育成する

３教場（学校教育・寮教育・農業教育）における

充実した学習環境の構築

１ 志の育成

個に応じた学力支援による学力向上、ＩＣＴ教育の充実、韓国との国際教育の充実等

２ リーダーの育成

共同生活による人間力の向上、自主・自立心の醸成、学習習慣の定着等

３ スペシャリストの育成

地域資源を活用した食農教育の実践、専攻学習及び探究学習の充実等

【地域課題の解決】

地域協力者等との関わりを通して、地域

課題の解決に導く創造性と実践力を養う

学科間連携のしくみを構築し、次の３つを

柱とした特色ある学校づくりを目指すもの

（１）主体的・探究的な活動（各科での学び

の実践）

（２）地域協働（地域社会への貢献）

（３）「模擬株式会社」などによる６次産業化

への取組及び起業家精神の育成

商品開発

企業ミーティング、起業家講話、高校生ビ

ジネスプラン・グランプリ、 各種学会・コン

テストへの応募 ほか

【専門授業・実習・課題研究】

農業科／植物バイオテクノロジー・野菜・作物・草花・

畜産・果樹・農業経営・農業と環境・農業と情報・地域

資源活用

農業機械科／農業機械・機械工作・自動車工学・生

産技術・農業と環境・農業と情報

生活技術科／フードデザイン・保育基礎・ファッション

造形基礎・食品・野菜・果樹・草花・農業と環境・農業

と情報

【マイスターハイスクール】

産業界をリードする創造的アグリテックエンジニアの

育成

【インターンシップ】

専門性に特化した現場実習を通して望ましい職業

観・勤労観の育成

【資格取得】

○毒物・劇物取扱者資格○危険物取扱者試験○

フォークリフト運転技能講習○アーク溶接特別教育○

ガス溶接技能講習○小型移動式クレーン運転技能講

習○玉掛け技能講習○小型車両系建設機械運転特

別教育○食物調理技術検定○被服製作技術検定○

保育技術検定○漢字検定○英語検定○数学検定○

ビジネス文書実務検定○情報処理検定 ほか

【進路指導】

一人ひとりの進路希望に応じたきめ細やかな就職・進

学（専門学科推薦）・公務員指導（指導システム確立）

の研究推進

地域連携

学科間連携 専門性の深化

学
校
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【校 章】

欅・・・三枚の葉は、真・善・美へ

の限りない憧憬をあらわす

萩・・・三枚の葉は、知・情・意の

全的発達を指向したもの

＜基礎学力の向上＞

生徒／意欲的な学習態度

学習習慣の確立

学び直しの充実

教員／授業力と生徒指導力の向上

ＩＣＴ利活用、授業評価の活用

教育相談的アプローチの実践


学校運営概要

		令和7年度　宮城県加美農業高等学校　学校経営方針 レイワ ネンド ヘイネンド ミヤギケン カミ ノウギョウ コウトウ ガッコウ ガッコウ ケイエイ ホウシン

		教育目標 キョウイク モクヒョウ				　「チーム加美農」学校・家庭・地域が一丸となって、高い「志」を持って何事にも果敢に挑戦し、専門的な技術・技能と豊かな人間性を身に付け、農業界の次代を創造する人材を育成する モ ナニゴト カカン チョウセン ユタ ニンゲンセイ ノウギョウ カイ ソウゾウ

		経営方針 ケイエイ ホウシン				①　生徒一人一人が高い「志」を持ち、学科横断的な幅広い視野で産業界を捉え、「主体的・対話的
　で深い学び」を通して探究的に次代を拓く生徒の育成
②　ふるさとに誇りを持ち、専門分野で身に付けた確かな知識・技術・技能を的確に活用し、東日本
　大震災からの復興とポストコロナ禍における郷土の発展を創造的に支える生徒の育成
③　職業人に必要な倫理観や規範意識を兼ね備え、「違い」を受容できる力と「グローカル」な視点
　を持ち、多様な人々と協働して新たな価値を創造できる生徒の育成
④　自己実現、社会貢献できる豊かな心・健やかな体・粘り強く挑戦する意欲を持ち、地域社会と積
　極的に関わることで、地域を愛し郷土の発展に寄与しようとする生徒の育成 ジダイ カ シッパイ オソ チョウセン チガタカ モ ネバ ヅヨ チョウセン イヨク

		校　　訓 コウ クン				耕心（こうしん）
飽くなき文化への憧れと創造
豊かな人間性の開発
強い意志の鍛練
人生への日々新たな希望と喜びとの指標

		校　　章 コウ ショウ				　　　　　　　　　欅・・・三枚の葉は、真・善・美への限りない憧憬をあらわす
　　　　　　　　　萩・・・三枚の葉は、知・情・意の全的発達を指向したもの

		スローガン				「共感・共汗・共歓」　 キョウカン キョウ アセ トモ カン

		 キャッチ
 　フレーズ				「３学科が連携し、郷土の発展を創造的に支える課題解決への挑戦！」　

		重点目標 ジュウテン モクヒョウ				　「チーム加美農」、学校・家庭・地域が一丸となって生徒の成長を支える カミ ノウ ガッコウ カテイ チイキ イチガン セイト セイチョウ ササ

		６つの学校経営方針 ガッコウ ケイエイ ホウシン																		具体の目標 グタイ モクヒョウ

		１　学び直しから専門教育まで確かな学びを保障する マナ ナオ センモン キョウイク タシ マナ ホショウ																		１　基礎学力の向上 キソ ガクリョク コウジョウ

		　①「学び直し」等により基礎学力の定着を図る マナ ナオ ナド キソ ガクリョク テイチャク ハカ																		・授業がわかる生徒割合／85％ セイト

		　② ICT機器を積極的に活用し、多様な個性や能力を最大限に伸ばす キキ セッキョクテキ カツヨウジョウホウカタイオウキョウイクテンカイ																		・主体的な学習時間の確保／130分 シュタイテキ シュウ ジカン カクホ フン

		　③「主体的・対話的で深い学び」による学力の向上に努める シュタイテキ タイワテキ フカ マナ ガクリョク コウジョウ ツト																		・各学科における資格取得者数の増加 カクガッカ

		　④「マイスターハイスクール」「模擬株式会社」の推進により、高い専門性を身に付ける モギ カブシキ カイシャ スイシン タカ センモンセイ ミ ツショウニンズウシドウアンゼンテッテイタカセンモンセイミツ																		・課題研究・探求学習の充実 カダイ ケンキュウ タンキュウ ガクシュウ ジュウジツ

		２　「つながり」を大切にした教育を行う タイセツ キョウイク オコナ																		２　「チーム加美農」一丸で指導 カミ ノウ イチガン シドウ

		　①6次産業化を取り入れた起業の学び「模擬株式会社」の研究・企画を推進する ジ サンギョウ カ ト イ キギョウ マナ モギ カブシキ カイシャ ケンキュウ キカク スイシン																		・円滑な連携授業の展開 エンカツ レンケイ ジュギョウ テンカイ

		　②「課題研究」の授業をさらに深化させ、生徒の課題設定・解決能力を育成する カダイ ケンキュウ ジュギョウ シンカ セイト カダイ セッテイ カイケツ ノウリョク イクセイ																		・課題解決型授業、実習の実施 カダイ カイケツ ガタ ジュギョウ ジッシュウ ジッシ

		　③外部連携を通し、地域に根ざし貢献できる教育活動を展開する ガイブ レンケイ トオジッセンテキキョウイクカツドウテンカイ																		・外部講師による特別授業の実施 ガイブ コウシ トクベツ ジュギョウ

		３　「豊かな心」と「社会人基礎力」を育てる シャカイジン キソリョク ソダ																		３　基本的生活習慣・学習規律の確立 キホンテキ セイカツ シュウカン ガクシュウ キリツ カクリツ

		　①職業人として必要な倫理観や規範意識を醸成する ショクギョウジン ヒツヨウ リンリカン キハン イシキ ジョウセイ																		・欠席、遅刻、早退の減少

		　②何事にも失敗を恐れず果敢に挑戦し、困難にくじけない心を育てる ナニゴト シッパイ オソ カカン チョウセン コンナン ココロ ソダ																		・元気な挨拶と清楚な身だしなみの指導 ゲンキ シドウ

		　③「個別最適な学び」の実践により次代を創造する生徒を育てる コベツ サイテキ マナ ジッセン ジダイ ソウゾウ セイト ソダ																		・奉仕活動、体験活動の充実 ホウシカツドウ タイケン カツドウ ジュウジツ

		４　進路希望の実現を全職員でサポートする  シンロ キボウ ジツゲン ゼンショクイン																		４　希望進路１００％達成 キボウ シンロ タッセイ

		　 ①就職希望者への指導のさらなる充実に加え、社会に通用する人材を育成する シュウショク キボウ シャ シドウ ジュウジツ クワ シャカイ ツウヨウ ジンザイ イクセイ																		・計画的、組織的な進路指導の実施 ケイカクテキ ソシキ テキ シンロ シドウ ジッシ

		　②本校の強みをいかした「専門学科推薦」の活用等による、進学希望者への指導を強化する ホンコウ ツヨ センモン ガッカ スイセン カツヨウ ナド シンガク キボウシャ シドウ キョウカ																		・三者面談や二者面談の適時実施 ニ シャ メンダン テキジ

		　③公務員希望者指導体制を整え、公務員希望者への指導を強化する コウムイン キボウシャ シドウ タイセイ トトノ コウムイン キボウシャ シドウ キョウカ																		・専門講師による講習会の充実 センモン コウシ コウシュウカイ ジュウジツ

		５　特別活動を充実させ地域から愛される学校づくりをおこなう  トクベツ カツドウ ジュウジツ チイキ アイ ガッコウ																		５　特別活動の活性化 トクベツ カツドウ カッセイカ

		　①部活動等をとおして学ぶ意欲の向上や責任感、連帯感等の育成を図る																		・学校生活の満足度上昇／95％ ジョウショウ

		　②生徒の主体的な部活動への参加を通して各種大会・コンテスト上位を目指す シュタイテキ ブ カツドウ サンカ トオ カクシュ タイカイ ジョウイジュウジツガッコウセイカツオク																		・全国規模の上位大会へ出場・参加／５件 ゼンコク キボ ジョウイ タイカイ シュツジョウ サンカケン

		６　信頼される学校づくりを推進する 																		６　信頼される学校づくり シンライ ガッコウ

		　①外部機関との連携の強化等による教育相談・特別支援体制を充実する ガイブ キカン レンケイ キョウカ トウ トクベツ シエン																		・各種コーディネーター等の育成推進 カクシュ トウ イクセイ スイシン

		　②業務改善・削減プロジェクトチームによる働き方改革のさらなる推進 ギョウム カイゼン サクゲン ハタラ カタ カイカク スイシン																		・改善・削減に向けた各種評価の有効活用 サクゲン ユウコウ

		　③学校ホームページ、各種説明会参加などによる積極的な情報発信を行う ガッコウ カクシュ セツメイカイ サンカ ジョウホウ オコナ																		・インターネット、新聞、TVを活用した情報発信 シンブン カツヨウ ジョウホウ

		　④外部機関や地域と連携した防災教育を充実する ガイブ キカン チイキ レンケイ ボウサイ キョウイク ジュウジツ																		・防災体制の不断の見直しと構築



																								　　　　　　　　　　　　　











特色ある取組



目標 ／ 「チーム加美農」学校・家庭・地域が一丸となって、高い「志」を持って何事にも果敢に挑戦し、専門的な技術・技能と豊かな人間性を身に付け、農業界の次代を創造する人材を育成する


３教場（学校教育・寮教育・農業教育）における
充実した学習環境の構築
１　志の育成
　個に応じた学力支援による学力向上、ＩＣＴ教育の充実、韓国との国際教育の充実等
２　リーダーの育成
　共同生活による人間力の向上、自主・自立心の醸成、学習習慣の定着等
３　スペシャリストの育成
　地域資源を活用した食農教育の実践、専攻学習及び探究学習の充実等
　


【地域課題の解決】
　地域協力者等との関わりを通して、地域課題の解決に導く創造性と実践力を養う
  学科間連携のしくみを構築し、次の３つを柱とした特色ある学校づくりを目指すもの
（１）主体的・探究的な活動（各科での学びの実践）
（２）地域協働（地域社会への貢献）
（３）「模擬株式会社」などによる６次産業化への取組及び起業家精神の育成
商品開発
　企業ミーティング、起業家講話、高校生ビジネスプラン・グランプリ、　各種学会・コンテストへの応募　ほか
 



【専門授業・実習・課題研究】
農業科／植物バイオテクノロジー・野菜・作物・草花・畜産・果樹・農業経営・農業と環境・農業と情報・地域資源活用
農業機械科／農業機械・機械工作・自動車工学・生産技術・農業と環境・農業と情報
生活技術科／フードデザイン・保育基礎・ファッション造形基礎・食品・野菜・果樹・草花・農業と環境・農業と情報
【マイスターハイスクール】
　産業界をリードする創造的アグリテックエンジニアの育成
【インターンシップ】
　専門性に特化した現場実習を通して望ましい職業観・勤労観の育成　
【資格取得】
○毒物・劇物取扱者資格○危険物取扱者試験○フォークリフト運転技能講習○アーク溶接特別教育○ガス溶接技能講習○小型移動式クレーン運転技能講習○玉掛け技能講習○小型車両系建設機械運転特別教育○食物調理技術検定○被服製作技術検定○保育技術検定○漢字検定○英語検定○数学検定○ビジネス文書実務検定○情報処理検定　ほか
【進路指導】
一人ひとりの進路希望に応じたきめ細やかな就職・進学（専門学科推薦）・公務員指導（指導システム確立）の研究推進



地域連携
学科間連携

専門性の深化

学校運営協議会・地域協力者・大学・企業・行政

加美農業高校の特色ある取組
　校　訓／耕心（こうしん）
キャッチフレーズ／
３学科が連携し，郷土の発展を創造的に支える課題解決への挑戦

【校　章】　
欅・・・三枚の葉は、真・善・美への限りない憧憬をあらわす
萩・・・三枚の葉は、知・情・意の全的発達を指向したもの


＜基礎学力の向上＞
生徒／意欲的な学習態度
         学習習慣の確立
         学び直しの充実
教員／授業力と生徒指導力の向上
　　　ＩＣＴ利活用、授業評価の活用
　　　教育相談的アプローチの実践　　
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令和７年度定員

農業科 ➔ （定員４０名）

農業機械科 ➔ （定員４０名）

生活技術科 ➔ （定員４０名）



パイロットスクールとしての取組

昭和40年に文部省
（当時）より、「自営
者養成農業高校」（パ
イロットスクール）の
指定を受けました。こ
れは全国でも先駆け的
な取り組みで、農業を
自ら営む人材を育てる
ためのモデル校（＝パ
イロットスクール）と
しての役割を担ってき
ました。地域と連携し
ながら、次世代の農業
人材を育てる拠点とし
ての役割が果たせるよ
う取り組んでいます。



韓国交流（水原農生命科学高校）

平成3年6月に
姉妹校の締結を
行い、その後、
隔年で訪問と招
待を行っていま
す。長年、有意
義な交流を続け
ており、両校の
みならず日韓両
国の親善と友好
の関係を深めて
います。



地域連携・学科連携を核とした模
擬株式会社について
本校の資源やマイス

ターハイスクール事業
で取り組んできた活動
を最大限に活かしつつ、
学校全体の取組みを総
合的にデザインするも
の。生徒が主体的に参
加できる体制づくりを
図るとともに、各科の
探究的な学び（課題研
究等）とリンクできる
ような取り組みを行う。
「加美農セット」の
WEB 販売などを通し
て「起業の学び」を推
進し、地域の様々な資
源を活用して、生徒自
らが起業できる資質・
能力を育てます。





加美農業高校が抱える現状と教育の課題

教育課程
[Curriculum]

・スマート農業が教育課程に
未導入

・キャリア教育が単発的で体
系化されていない

・高度な専門知識や技術取得
のための施設・整備の遅れ

連携
[Collaboration]

・地域や行政と連携・協働し
た人材育成が希薄

・大学や研究機関等との繋が
りが希薄のため、課題解決型
の学習展開の不足

・産業界と学校を繋ぐパイプ
役（コーディネータ）の不在

視点
[Perspective]

・学びの刺激となるグローバ
ルやグローカルな視点の不足

・小中学生が加美農業高校の
魅力を知る機会が少ない

・地域文化や産業を深く知る
機会が少ない



地域が直面する、乗り超えるべき共通の課題

学校、町、産業界が一体となり、
課題解決に向けて取り組む必要性



創造的アグリテックエンジニアの創出

農業×工業の新たな価値創造ができる人材育成



組織的かつ持続的な仕組みを構築し、実効性のある連携

加美農コンソーシアムの推進体制

事業運営委委員
事業の具体的施策の検討、専門的事項の研究

宮城県教育委員会
・事務的機能
・指定校への支援・助言

自治体
・地域課題の提供
・小中学校のキャリア教育充
実のための連携

 ・指定校への各種支援

地域企業・産業界
・産業実務家教員の派遣
・デュアルシステム受入体制
の構築

大学・研究機関等
・特別授業講師の派遣
・共同研究
・韓国：京畿自動車科学高校

宮城県加美農業高等学校
・カリキュラムの充実
・スマート農業設備の更新
・「加美農版デュアルシステム」の構築
・成果や各種情報発信による魅力向上

産業連携コーディネーター
・産業界と学校を繋ぐパイプ役
・組織的かつ持続的な仕組みを構築海外交流

・韓国：京畿自動車科学高校

地域課題
・獣害被害対策

産業界、研究機関、行政、そして学校が連携
未来の地域人を育成するパートナーシップ



次のフェーズへ：成功を「日常」にするために

学校の日常として
「自走化」

させていくことが不可欠

この２年間の取組を、
一過性のイベントに終わらせないためには？



１．繋がりを絶やさない関係性の継続

事業運営委員会やコンソーシアム
会議を定期的に開催し、学校・地
域・産業界が情報共有し続ける場
を維持する。

この継続的な対話こそが、
アグリテックエンジニアを

排出し続けるエンジンとなる。



２．教育から「共育」への意識深化

「加美農版デュアルシステム」や産業実務家教員の授業は、
未来の技術者を直接育成し、導く貴重な機会

この協力体制を継続的に行うことで、
地域の教育活動として根付き、

地域全体の活性化に繋がる



３．地域の活性に直結する行政と学校の
連携体制の構築・強化

加美農業高校は、宮城県色麻町唯一の高等学校。
その存続と発展は地域の活力に繋がる原動力

継続的な支援

地域人材の継続的な紹介・派遣

地域課題のタイムリーな共有

地域人材育成を支える諸活動への支援

「色麻町と宮城県加美農業高等学校との包括的な連携に関する協定」
令和5年10月締結

「加美町と宮城県加美農業高等学校との包括的な連携に関する協定」
令和7年10月締結

・教育および人材育成に関すること
・まちづくりの推進に関すること
・地域産業の活性化に関すること
・その他、前記の目的を達成するために必要な事項

行政
地域に根付いた学校運営

地域人材の活用による地域理解の深化

地域課題に応じた研究等の取組

地域イベント参加や交流、情報発信

学校



人材育成から始まる、持続可能な地域活性化のサイクル

加美農コンソーシアムが
「創造的アグリテックエ
ンジニア」を育成

人材育成

卒業生が地域の農業・工業
界等に就職し、新たな担い
手となる

就業・定着

アイデアや技術等を地域や産業
界に発信。魅力ある地域づくり
に貢献し、地域経済を活性化

活性化

活性化した地域と産業が、次世
代の若者にとって魅力的な選択
枠となり、加美農業高校へ新た
な志願者確保

魅力向上



地域の輪が動かす、人材育成の永続エンジン

３つの役割が嚙み合うことで、この取組は自走化し、
「大崎耕土」を有する、地域の次世代を担う人材を輩出し続ける。

次世代アグリテック
エンジニア



人材発掘 人材育成 人材供給入 学 卒 業

①MIRAI LABO 
小中学校へ出前授業

②成果発表会
圏域中学校を招待

①LINEﾁｬｯﾄ開設
ネットワーク構築

②進路連携
インターンシップ・
進路決定への協力

①課題研究の充実
「獣害対策」＝自治体連携
「商品研究」＝企 業 連 携

②総合実習「自動車実習」
電気自動車PIUS導入
エコランに挑戦

③スマート農業分野の導入
ヤンマー連携（EXPO開催）

④学科行事
韓国京畿自動車科学高校交流事業
講演会（ＩoＴ分野・獣害分野）



【測定器具講座】大崎市立古川西小中学校
（中学２年生対象）

１.人材発掘

【事業】
①MIRAI LABO

小中学校へ出前授業
②成果発表会

圏域中学校を招待

【目的】
小中学校との交流で加美農業高校の
魅力発信につなげる。

【対象】
３学年（課題研究）

課題研究班にて講座作成し、要望あれば
出前授業を行う。

【身についた資質能力】※生徒アンケートより
・発表力（コミュ力）約52％
・企画力 約26％
・ＰＲ力 約22％

【成果・課題】
○学びの深化
○加美農の存在（認知）
△応募数
△企画力

MIRAI LABO（実施１年目：２件）

【獣害対策講座】色麻町立色麻学園
（小中全校生対象）



２.人材育成
【事業】

①課題研究の充実
「獣害対策」＝自治体連携
「商品研究」＝企 業 連 携

②総合実習「自動車実習」
電気自動車PIUS導入
エコランに挑戦

③スマート農業分野の導入
ヤンマー連携（EXPO開催）

④学科行事
韓国京畿自動車科学高校交流事業
講演会（ＩoＴ分野・獣害分野）

【目的】
企業・地域と連携して、高校３年間の
学びを充実させる。

【対象】
１学年（総合実習）
２学年（総合実習・課題研究）
３学年（総合実習・課題研究）

【身についた資質能力】※生徒アンケートより
・挑戦力 約61％
・探究力 約26％
・課題解決力 約13％

【成果・課題】
○高度な実習・技術習得
〇新たな連携
△計画力・企画力
△経費

PIUS実習



手作り自動車で省燃費に挑戦！
（エコラン）

県大会初優勝【344.43km/ℓ】

韓国京畿自動車科学高校交流事業で
使用した研究ポスター（英語版）



韓国京畿自動車科学高等学校訪問
令和7年11月12日(水)～15日(土)

集合写真

発表会

体験実習

加美ロータリークラブの支援をいただき、
今後の連携について計画中（自走化）



３.人材供給 色麻町掲載ポスター

【事業】
①LINEﾁｬｯﾄ開設

ネットワーク構築

②進路連携
インターンシップ・進路決定への協力

【目的】
企業や地域と連携して進路や地域人材の
育成。

【対象】
２学年（課題研究）
３学年（総合実習・課題研究）

【身についた資質能力】 ※生徒アンケートより
・発想力 約52％
・地域貢献力 約35％
・課題解決力 約13％

【成果・課題】
○連携強化・自走化
○地域・企業との相乗効果
△継続力
△自発的行動力



10/14(火)投稿内容
加美町連携作業の様子
（放任果樹の収穫）

【連携協定】
色麻町：令和5年11月締結
加美町：令和7年10月締結

全国に先駆けて実施

今年の漢字
「熊」

京都・清水寺
（修学旅行）



農研機構 動物行動管理研究領域
上級研究員 平田 滋樹 氏

国立研究開発法人情報通信研究機構NICT
主任研究員 村田 健史 氏

サグリ株式会社 代表取締役
CEO 坪井 俊輔 氏

講演会（年３回）



Ｑ生徒アンケートより（2・３学年 計31名対象）

R6企業・地域との連携活動に参加している
（参加したいと思っている）

YES N0

R7企業・地域との連携活動に参加している
（参加したいと思っている）

YES NO

14名/16名中7名/16名中

YES NO
Q1 企業・地域との連携活動に参加している（参加したいと思っている） 23 8
Q2 農業機械科の活動が自分の進路選択に影響があった 21 10
Q3 農業機械科の活動が将来地域に還元できる 24 7
Q4 本事業は、学習効果をより高めるために効果はあった 26 5
Q5 農業機械科に入学して良かった 31 0

質問事項（31名）



※
当
日
の
様
子
を
ド
ロ
ー
ン
撮
影
し
ま
し
た
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



※当日の様子をドローン撮影しました。
ＱＲコードからぜひご覧ください。



2025
11/14(金)~15(土)最先端農業EXPO 集合写真

農業機械科61名＋宮城ヤンマー商会119名＋関連メーカー65名 スタッフ 計245名



鳥獣被害対策を通じた
地域、行政、企業との連携活動

− 加美農業高校が与えられる価値 −

かさなりデザイン合同会社
代表社員 鈴木 淳
農林水産省 農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー
環境省 鳥獣保護管理捕獲コーディネーター



経緯 色麻町の鳥獣被害

イノシシの捕獲 侵入防止柵の設置 緩衝帯整備

ツキノワグマの爪痕 デントコーン被害 カボチャ被害

主にイノシシやツキノワグマによる農作物被害
交通事故、人身被害など



経緯 色麻町の鳥獣被害

被害が減らずイタチごっこ
具体的にどうすればいいのかわからない
根本的に解決したい

▼
農作物野生鳥獣被害対策アドバイザーの活用

専門家 町

地域
住民

（農林水産省）

令和元年度から三位一体での取り組みがスタート

かさなりデザイン合同会社の
鈴木淳です。

一緒に取組みましょう！



加美農業高校と町が連携した鳥獣被害対策

町
人口減少や高齢化、産業の変化による
農家の減少や耕作放棄地の増加
捕獲従事者の減少
草刈りや侵入防止柵の管理ができない

加美農業高校
農作物被害を防ぎたい
生徒の安全を確保したい
地域と連携した活動がしたい
学校教育にも良いのではないか

令和２年度から連携スタート

加美農業高校の果樹被害



加美農業高校と町が連携した鳥獣被害対策

総合学習の時間を活用した鳥獣被害対策の学習
隣接する集落と連携した対策計画、実施

町内の鳥獣の動きの共有

学校敷地内の環境整備 隣接地域と接続した侵入防止柵

鳥獣被害対策の学習

現地調査



加美農業高校と町が連携した鳥獣被害対策

捕獲対策の連携
箱わなの製作、修理依頼対応
ジビエ食肉加工処理施設の視察
エサの嗜好性実験

箱わなの製作 囲いわなの修理（溶接） ジビエ食肉加工処理施設の視察



加美農業高校と町が連携した鳥獣被害対策

対策したいが人手が足りない果樹生産者と共同で
果樹園での侵入防止柵設置、維持管理

毎年悩まされていたツキノワグマの被害が“０”に
開閉しやすいゲートの設計・施工

果樹園に設置した侵入防止柵 ゲート

休憩中の交流



加美農業高校と町が連携した鳥獣被害対策

竹を使った侵入防止柵の補強
町内で悩ませているイノシシによる
ワイヤーメッシュ柵の地際の突破

▼
竹を使った補強方法を試験施工して観察

▼
○ 効果が見られたため町内での普及を目指す
○ 放棄された竹林の管理にも

イノシシによる破損 竹の取り付け センサーカメラによる効果観察

竹林管理



加美農業高校と町が連携した鳥獣被害対策

アグリテック甲子園２０２３
最優秀賞＆テクノロジー賞のＷ受賞「地域と連携した鳥獣対策」

AIによる錯誤捕獲対策 捕獲従事者への聞き取り

農林水産省
令和３年度鳥獣対策優良活動表彰
農村振興局長賞（被害防止部門（団体））



農業に必要な鳥獣被害対策を実践的に学べる
○ カリキュラムにはないスキルを学べるメリット（学校のアピール）

ハウス内のトウモロコシ被害
（アナグマと思われる）

町の実施隊との連携活動
（箱わなの製作、センサーカメラによる観察）

加美農のフィールドの価値（実践的な学習）



加美農のフィールドの価値（企業連携）

鳥獣＋スペース＋人材（維持管理・観察・データ整理など）
○ 生徒が企業とのプロジェクトの企画・運営を経験
○ 外部から見て、継続的に活動していることが大きい。

ハウス資材を使った囲いわなの製作
（東都興業株式会社）

突起物を敷設した忌避実証試験
（ターナー色彩株式会社）



加美農のフィールドの価値（農業EXPO）

広大な屋外敷地と屋内が使えるイベントスペース
○ 広大な駐車スペース
○ 生徒が企業とのイベントプロジェクトの企画・運営を経験
○ 飲食の提供、物販、ブース出展などにより、老若男女が楽しめる。

加美農業高校がハブとなった交流の場に



通年での継続的な活動により
× 表面的な体験
○ 活動の意味から現実的な課題、改善案の考察が可能

例）カキの収穫や干し柿作りは労力が非常に大きい。
実際は、干し柿の需要は少ない。
収穫したカキの実のほとんどは、利用しきれずに廃棄した。

継続的な活動の価値（深い学びに繋がる）

クマの爪痕



○ 町や住民への刺激
○ 情報交換
○ 生徒の実践的な

インプット、アウトプット
▼

加美町への展開を計画
町同士の刺激にも

継続的な活動の価値（LINEオープンチャット）

色麻町役場との打ち合わせ



行政や地域住民に刺激を与えられる学校
−単発の行事ではなく、あそこ（加美農業高校）は、鳥獣被害

対策をしている学校と認識されることで、企業や行政などが
相談しやすくなる。

−行政や地域が動かざるをえなくなる。

町に人を呼ぶことができる学校
−鳥獣が出没する学校敷地で、鳥獣被害対策を実践的に学ぶ

ことができる（生徒の確保）。
−「鳥獣対策甲子園(仮)」を企画、加美農業高校を会場として

似た活動をしている学校との定期交流イベントへ。
−広大な敷地を活かした、交流スペースに。

加美農業高校の価値（外部からの視点）



Q 農業機械科で自分が１番身についた力は？

挑 戦 力 10名

地域貢献 6名

コミュ力 5名

企 画 力 4名

行 動 力 3名
プライド
探 求 力
継 続 力

3名

31名
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